
　

国
土
強き

ょ
う

靭じ
ん

化
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
簡か
ん

単た
ん

に
言
う
と
、

「
私わ
た
し

た
ち
の
住
む
と
こ
ろ
を
、
も
っ
と
強

く
し
な
や
か
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
ど
う
い
っ
た
意
味
が
あ
る
の
か

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
本
は
災
害
の
多
い
国

　
自
然
は
私わ

た
し

た
ち
に
た
く
さ
ん
の
恵め

ぐ
み
を

与あ
た
え
て
く
れ
ま
す
が
、
台
風
や
地じ

震し
ん
の
よ

う
な
災
害
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
多
く
の
被ひ

害が
い

が
発
生
し
、
人
の
命
が
失
わ
れ

る
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。

　
日
本
は
、
毎
年
た
く
さ
ん
台
風
が
き
て
、
各
地

で
水
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
熊
本
県
を

中
心
に
大
き
な
被ひ

害が
い

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地じ

震し
ん

も
た
く
さ
ん
起
こ
っ
て
い
て
、
世

界
で
起
こ
っ
た
大
地じ

震し
ん

の
お
よ
そ
20
％
は
日
本
が

震し
ん

源げ
ん

で
す
。
特
に
大
き
な
地じ

震し
ん

と
し
て
１
９
９
５

年
の
阪
神
淡あ
わ

路じ

大だ
い

震し
ん

災さ
い

、
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大だ
い

震し
ん

災さ
い

、
２
０
１
６
年
の
熊
本
地じ

震し
ん

な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　
伊い

賀が

市
で
も
、
１
８
５
４
年
の
安
政
伊い

賀が

上
野

地じ

震し
ん
や
１
９
５
３
年
の
東
近き

ん
畿き

大
水
害
な
ど
、
大

き
な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

■
災
害
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
ら

　
今
、
大
水
害
や
巨き

ょ
大だ

い
地じ

震し
ん
が
発
生
す
れ
ば
、
私わ

た
し

た
ち
の
ま
ち
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
豪ご

う
雨う

災
害
や
土ど

砂し
ゃ

災
害
は
、
い
つ
起
こ
っ
て
も
不
思
議

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
30
年
以
内
に
70
〜
80
％

の
確
率
で
南
海
ト
ラ
フ
巨き
ょ

大だ
い

地じ

震し
ん

が
発
生
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
、
何
も
備
え
を
し
て

い
な
か
っ
た
ら
、
と
て
も
大
き
な
被ひ

害が
い
が
出
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
災
害
を
乗
り
切
る
た
め
に

　
最
悪
の
事
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
過
去
の

災
害
の
教
訓
を
生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。「
大

災
害
が
発
生
し
て
も
被ひ

害が
い

を
最
小
限
に
で
き
る
よ

う
に
強
く
、
被ひ

害が
い

が
あ
っ
て
も
速
や
か
に
復
旧
・

復
興
で
き
る
よ
う
に
し
な
や
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

お
こ
な
う
こ
と
」
が
国
土
強き
ょ
う

靭じ
ん

化
で
す
。

　

そ
ん
な
「
強
さ
と
し
な
や
か
さ
」
を
持
っ
た
、

災
害
へ
の
備
え
の
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、
市
で

は
「
国
土
強き
ょ
う

靭じ
ん

化
地ち

域い
き

計
画
」
の
策さ

く
定て

い
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
防
災
・
減
災
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
一い
っ

緒し
ょ

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
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せ
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総
合
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小・中学生のためのコラムです

こども広場
「国土強

きょう

靭
じん

化」

「ウィークリー伊賀市」でも見られるよ！
【放送期間】
　12月７日㈪～ 13日㈰

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

名
阪
国
道
中

瀬
イ
ン
タ
ー
を
下

り
て
す
ぐ
、
西

明
寺
に
あ
る
欣

榮
堂
は
、
明
治

34
年
の
創
業
以

来
、
和
菓
子
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
欣
榮
堂
の
お
菓
子
作
り
は
、
素
材
選
び
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
季
節
の
お
菓
子
、
和
洋
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ

デ
ア
を
取
り
入
れ
た
新
感
覚
な
も
の
ま
で
、
常
に
新

し
い
商
品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
25
年
２
月
に
ま
ち
の
駅
に
認
定
さ
れ
、
店
舗

横
に
は
休
憩
処
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

株式会社 欣榮堂
代表取締役　町野　晃巳さん

【
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課

　
☎
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No.8

いちご大福
　いちごは、主に伊賀産を使用し、形・大
きさ・酸味をチェックした上で厳選してい
ます。白あんは、北海道産を使用し、手間
をかけじっくりと炊き上げた「自家製あん」
です。いちご、白あん、餅が繰り広げる三
位一体の味をご賞味ください。

図書館
　だより

■一般書
『文豪たちのずるい謝罪文』

山口　謠司／著

■児童書
『魔法の絵筆としあわせの呪文』　

あんびる　やすこ／作・絵

■一般書　
『昆虫のとんでもない世界』

丸山　宗利／監修
『ヒロシのソロキャンプ』 ヒロシ／著
『園芸道具の選び方・使い方「コツ」
の科学』　　　　 園芸文化協会／著

■児童書　
『はじめて出会う短歌 100』

千葉　聡／編、佐藤　りえ／絵
『おじいちゃんとの最後の旅』
ウルフ・スタルク／作、キティ・クローザー／絵
『イベントおりがみ』主婦の友社／編

■絵　本
『サンドイッチにはさまれたいやつ
よっといで』　 岡田　よしたか／著
『にんじゃいぬタロー』渡辺　陽子／作
『日本どっちからよんでも』

本村　亜美／文、高畠　純／絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

■絵　本　
『こんたのさかなつり』

田中　友佳子／作・絵
　くまおじさんと釣りに行くため、待ち合わ
せ場所に向かったこぎつねのこんたと弟のこ
んきち。寄り道しない約束だったのに、風
に飛ばされたこんきちのぼうしを追いかけ
て、暗い森の中に入っていってしまい…。
こんたのおつかいシリーズの第３弾です。

司書のおすすめ

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
12 月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

８日㈫ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

８日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

12日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会

大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

15日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

16日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

20日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

23日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

24日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

【と　き】　12月18日㈮　午後６時～７時30 分
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【テーマ】　藤堂藩研究と久保文武
【講　師】　地域誌「伊賀百筆」編集長　北出 楯夫さん
※来場の際は、上野図書館駐車場または市営上野
公園第３駐車場（午後５時以降無料）をご利用
ください。

　伊賀地域に伝わる民話などを読み語ります。写
真や絵と一緒に地元のおはなしを楽しみましょう。
【と　き】　12月26日㈯　午後２時～
【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室
【絵本読み手】　ボランティアグループ　いがぐり、
よもよも、ちいさなねこ
【対　象】　小学生
※保護者同伴可
※３歳未満の子どもの入室は、ご遠慮ください。
【定　員】　先着 10組程度
【申込受付開始日】　12月 12日㈯　午前９時～
【申込方法】　電話または来館
【申込先・問い合わせ】　上野図書館

◆郷土の歴史夜咄会

◆こんなん知ってる？ 伊賀に伝わるおはなしの会

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加
者の人数を制限しています。
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田中　友佳子／作・絵
　くまおじさんと釣りに行くため、待ち合わ
せ場所に向かったこぎつねのこんたと弟のこ
んきち。寄り道しない約束だったのに、風
に飛ばされたこんきちのぼうしを追いかけ
て、暗い森の中に入っていってしまい…。
こんたのおつかいシリーズの第３弾です。

司書のおすすめ

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
12 月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

８日㈫ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

８日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

12日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会

大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

15日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

16日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

20日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

23日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

24日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

【と　き】　12月18日㈮　午後６時～７時30 分
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【テーマ】　藤堂藩研究と久保文武
【講　師】　地域誌「伊賀百筆」編集長　北出 楯夫さん
※来場の際は、上野図書館駐車場または市営上野
公園第３駐車場（午後５時以降無料）をご利用
ください。

　伊賀地域に伝わる民話などを読み語ります。写
真や絵と一緒に地元のおはなしを楽しみましょう。
【と　き】　12月26日㈯　午後２時～
【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室
【絵本読み手】　ボランティアグループ　いがぐり、
よもよも、ちいさなねこ
【対　象】　小学生
※保護者同伴可
※３歳未満の子どもの入室は、ご遠慮ください。
【定　員】　先着 10組程度
【申込受付開始日】　12月 12日㈯　午前９時～
【申込方法】　電話または来館
【申込先・問い合わせ】　上野図書館

◆郷土の歴史夜咄会

◆こんなん知ってる？ 伊賀に伝わるおはなしの会

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加
者の人数を制限しています。
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